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内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」
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　今年度のＵ
ゆ う て ぃ あ

ＴＩＡでは「私の国際交流」をテー
マに、当協会の活動に参加した皆さんに、自身
の体験を通して感じたことを聞き、不定期で紹
介します。

《青少年海外派遣事業の中止について》　令和４年度の青少年海外派遣事業は、新型コロナウイルス感染症の拡
大とウクライナをめぐる国際情勢を踏まえ、中止となりました。

　身近で楽しい国際交流活動の話から世界に目を
向けることで、自分たちの住む町や国について、
きっとたくさんの新しい発見があるはずです。
　第１回は大野千景さんに話を聞きました。

私の国際交流

　私の内子町での国際交流の始まりは、30年近
く前に英語劇グループ「Ｓ

シ ー ズ

．Ｅ．Ｅ．Ｄ．Ｓ」を立ち上げ
たことだったように思います。指導者は内子町
で英会話講師として社会教育に携わっていたイ
ギリス人のギャビン・バントックさんでした。歴
代のＣＩＲとも共演し、自然と内子町国際交流
協会と関わるようになりました。
　その後、ボランティアとして海外からのホー
ムステイを受け入れたり、プランナーとして協
会設立10周年の内子フェアに参加したりしまし
た。特に心に残るのは、2007年に青少年海外派
遣の引率でドイツ・ローテンブルク市を訪れた
ことです。派遣団の14人の子どもたちは多くの
体験をしましたが、中でも、ホームステイがとて
も思い出深いものになったようです。ファミリー
との温かい交流は、かけがえのない経験です。
　私も学生時代にアメリカで１カ月間ホームス
テイをしました。当時は異文化に憧れ、とにか

く日本を飛び出してみたいという気持ちでした。
海外の文化や考え方の違いに触れたことが、それ
まで気にもしていなかった日本の良さを見直す
きっかけになりました。
　国際交流とは互いの違いを受け入れ、それぞれ
の良さを認め合うことです。自分の国のことを
もっと深く知って、繊細で美しい日本文化を海外
の人たちに伝えたいです。

国際交流について
思うこと

大野　千
ち か げ

景さん

1_「Ｓ．Ｅ．Ｅ．Ｄ．Ｓ」の舞台。高校生を含むメンバーとともに１年
間練習を重ねた　2_ローテンブルク市での若者たちとの触れ合い
3_大野さんが引率した青少年海外派遣団。海外での体験が、日
本や内子町の良さを再認識することにつながる
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開館時間：　

午前９時30分～午後６時

休館日：

月曜日・月末整理日

●
す
て
き
な
出
合
い
が
待
っ
て
い
る

　
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。
今
年
の

テ
ー
マ
は「
ひ
と
み
キ
ラ
キ
ラ
本
に

ど
き
ど
き
」。
本
館
に
は
書
庫
を
合
わ

せ
る
と
９
万
冊
の
蔵
書
が
あ
り
、
毎

週
30
冊
の
新
刊
が
入
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
お
目
当
て
の
１
冊
が
あ
り
ま

す
よ
。
図
書
情
報
館
へ
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
春
の
読
書
マ
ラ
ソ
ン（
４
月
１
日

～
５
月
29
日
）は
折
り
返
し
地
点
で

す
。
ま
だ
参
加
し
て
い
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
利
用
方
法
や
開
館
状
況
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
最
新
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

●
５
月
企
画
展
の
ご
案
内

▽「
小
田
深
山
写
真
展
～
い
き
い
き

　
い
き
る
～
」（
深
山
ベ
イ
ス
）

　
自
然
環
境
の
保
全
や
自
然
と
の
共

生
を
目
指
す
、
美
し
い
小
田
深
山
を

紹
介
し
ま
す
。

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　５
月
７
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　14
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　21
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　28
日

　ど
ん
ぐ
り
会

  

文
学
講
座

▽
５
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

▽
内
容

　話
題
の
本
を
読
む『
推
し
、

　燃
ゆ
』

▽
講
師

　村
山
洋よ

う
こ子

さ
ん

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。
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古典を読んだら、悩みが消えた。
安田登／著

人生の危機に直面したとき、生きて
いるのが苦しくなったとき、「古事記」
などの古典は現代の悩みを解決し、
生きるヒントを教えてくれる

おしりじまん
斎藤槙／作

動物たちのいろんなおしり。まある
いおしりはウサギ。大きなおしりはゾ
ウ。カラフルなおしりはマンドリル。
ハートのおしりは、誰のおしり？

春のこわいもの
川上未映子／著

ギャラ飲み志願の女、親友をひそか
に裏切りつづけた作家、大切な手紙
を失くした高校生……。コロナ禍直
前の東京の男女６人の体験を描く

はじめての脱炭素
すなだゆか／作

地球温暖化の原因となる二酸化炭素
の排出量実質ゼロを目指す「脱炭素
社会」について、楽しいイラストでわ
かりやすく解説

農家が教える竹やぶ減らし
農文協／編

やっかいな竹やぶを宝へと変える。竹
の１㍍切りや、暴走を防ぐ間引き、竹
炭、竹パウダーなど、かしこい竹やぶの
減らし方・生かし方を紹介する

ああ、もうダメだ！
日本児童文学者協会／編

時間まであと 1分。間に合わない。
「ああ、もうダメだ！」。子どもだけで
なく多くの大人もつぶやくこの言葉
がキーワードの短編集


